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調査設計

早l〕太町こ軌IR種だ蕊轟躊 `1馳:竃献 ■管矮畔£磐言示師属1斃:ふも終期における献嵯暁角でぁる。2010年実施キャンペーンでは、キャラクターとして石川遼氏が起用された。
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■調査手法   ィンターネット調査

■実施期間   事前調査 2009/12/22～ 24
事後調査 2010/3/19～ 3/22

■調査対象者  16歳～69歳の男女 (全国 )
■調査項目数  事前調査 15間 、事後調査 27間
■回収サンプル 2000ss

■割付 (事前調査・事後調査共通 )

(※事前調査・事後調査の対象者は、重複しない別サンプルである)



結果概要

《Fはたちの献血」キャンペーンの認知》
■「はたちの献血」キャンペーンの認知率は全国(16才～69才男女)で49,1%であつた。

■キャンペーンの認知率は、年代が上がるにつれて高くなる(経年の認知の積み上げがある)。

■キャンペーン実施前と後のキヤンペーンの認知率は、概ね実施後のほうが高い(例外 :50代 )。

■キャンペーン実施前後の献血への関心は、キャンペーン後のほうが高くなつており、一定の成果がうかがえる。

《2010年「はたちの献血」キャンペーンの評価》
■キャンペーンに対する意見は好意的なものが多い。

■2010年のイメージキャラクター「石川遼」については、今回のキャンペーン認知者の2割が、純粋想起できるレ
ベルで覚えていた(助成想起レベルでは全体38.7%が記憶していた)。

■「石川遼」については、おおむね好意的な評価 (健康的、さわやか、若々しい)であり、イメージキャラクターとし
てふさわしいという意見が多数を占めた。特に、年代の高い層における好感度は高いようである。

■キャッチフレーズの認知率は、キャンペーン認知者の25.1%にとどまり、特に10代～20代の認知率は15%前後
と{氏い。

■広報資材は、おおむね好意的な評価であつたが、「テレビCM」 (35.5%が接触)以外の媒体については、接触
率は
2割に満たなかつた。

■来年のキャラクターとしては、来年二十歳を迎え、国民的な人気のある浅田真央の名前が多く挙がった。
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日本赤十字社が実施した、献血推進キャンペーン「Lovein Actlonキャンペーン」の認知度、CMやポスター等の広報資材の認知度、実施したア
クションプランに対する反応等を調査し、国民の献血に対する関心度や理解度などについての影響・効果を定量的に分析嗜平価することにより、

献血未経験者に対する献血の動機づけを推進するにあたっての効果を測るとともに、効果的な次年度以降の広報計画に活かすための資料を

得ることを目的とする。

■調査手法  インターネット調査 (実施期間 :2010/4/15～ 17)

■調査対象者  16歳～69歳の男女 (全国 )

■調査項目数  予備調査6間 +本調査 19問

■回収サンプル  2000s

■害1イ寸

計

全体
16-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

50-59
歳

60-69
歳

男性 1000 166 167 167 167 167 167

女性 1000 166 167 167 167 167 167



結果概要
●献血に対して関心がある人 (献血関心層)は、全体では50.6%と約半数。
献血関心層の割合は、世代別で下がる。
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●ロゴマークは"かわいぃ"と若者を中心に好評。

見甦醜鍵彗塊管厨亀概猟壁『 (議躍:ヽまぶ■慕単翼魯菫幕脅追∫I雪を学聾嵐率●1%けであった。
●キヤンペーンを知ったことで「献血したいと思った」。
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●献血を身近にするためには「身近な場所で実施」していること。
献血を身近にするために必要なこととしては、PRという意見も多いが、「身近な場所で献血できること」を挙げる意見が多い。加えて、
「いつどこで献血できるか」「献血した血がどのように活用されるか」「そもそも献血に行くと、何をされるのか」といつた点について、説明
や情報開示を求める意見が多い。

献血に関心をもっていたり、献血をしたいと思つたときに、献血会場にアクセスしにくいことと、献血についてわからないことが多いことが、
献血に足を運ぶことを妨げているといえよう。

●献血したくてもできない人が約3割もいる。
今後の献血意向で「献血したいが、体調その他の理由により、できない」と回答した人が290%もいる。
この「献血したい」気持ちを生かすことはできないだろうか。特に50代で392%、 60代は521%もの人が「したいのにできない」と感じて
いる。

自由回答から60代はできないと思っているケースが多いようである。
また、貧血や病歴、渡航歴などにより献血できない人も多い。       。
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設計調

日本赤十字社では、毎年『いのちと献血俳句コンテスト』を実施しており、今年で第4回となる。本調査では、当該キャンペーンの,曼透度のみならず、今後の

施策についての示唆を得る。過去3回の応募句数は以下のとおり。

第1回 :298,916句    第2回 i347,383句    第3回 :160,584句

第3回は応募句数が、前2回に比べて大幅に減少した。第3回のみキャラクターにポケモンではなく“けんけつちゃん"を使用している。

第4回にあたる今年度コンテストでは、再びキャラクターにポケモンを使用している。

本調査では、2009年に実施された「第4回いのちと献血俳句コンテスト」キャンペーンを調査対象としている。
当該キャンペーンの認知度、CMやポスター等の広報資材の認知度、実施したアクションプランに対する反応等を調査し、国民の献血に対する
関心度や理解度などについての影響・効果を定量的に分析・評価することを調査の目的とした。

■調査手法  インターネット調査 (実施期間 :2009/12/25～ 28)

■調査対象者  7歳～69歳の男女 (全国 )
※7～ 15歳については、保護者を通じて協力を依頼し、本人の回答を保護者がヒアリングし、入力してもよいとした。

■調査項目数

■回収サンプル

■割イ寸

27問

2000s

全体
7-12
歳

13-15
歳

16-19
歳

20-29
歳

30-39
歳

40-49
歳

50-59
歳

60-69
歳

男性 1000 125 125 125 125 125 125 125 125

女性 1000 125 125 125 125 125 125 125 125
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結果概要

■「いのちと献血俳句コンテスト」の認知率は全国 (7才～69才男女 )で 8496であった。・
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《ヨンテストの効果》
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